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r言語学研究』第5号 正誤裹

(西尾論文〉

p.23 1.7 disseration → dissertation

p.23 1.27 suffixes → Suff喆es

p.24 1.29 Morgenl舅dische → Morgen跏dische趨

(勝木論文)

59頁2～3行 十世紀 → 十難世紀

(小村論文)

82頁33行 1.11 → 1 .11

83頁 ig行 柴 谷方良(1976) → 柴谷方良(1978>

(田野村論文〉

ios頁 2行 話 し手や聞 き手 によって → 話 し手や聞 き手 に幾って

112頁 鶉3行 泳いでい ると 一, 泳 いでゐ ると

116頁22行 「～ の だ 」 → :P～ の だ 議

117頁23行 「日本語文法 → ':P日本 語文法

118頁 7行 通時的者察 → 通時的霧察

(中井論文〉

123頁17行 ①と②のアの比較 → ① と ② の ア の 比xi(6'

互24頁 7行 う に食わ れん 」 → :篠獲 うに食 われん」

125頁 莠2行 話者3i～33は 0型 → 話者31～33は 翫0型

128頁3'lu行 移行した りす こと → 移行 した りす 惹 こと
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